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お知らせ
所得の申告が始まります
お知らせ
中野駐在所の吹田巡査部長が県民の警察官に
連載
定住者の声

お知らせ
28 年度「全国学力・学習状況調査」などの結果
まちの話題
川迫小児童が舞ロードで特産品販売
きたひろを撮る
北広島町観光写真コンテスト入賞作品
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広島新庄高校野球部OB会　主催  
読売巨人軍　田口 麗斗選手と語ろう会

（20ページに関連記事）



　

所得の申告
平成28年分「所得税」の確定申告
平成29年度「町・県民税・国民健康保険税等」の申告

◆町・県民税、国民健康保険税等
問 税務課 所得係　
　 IP ☎０５０－５８１２－１８５２
◆所得税、贈与税、消費税・地方消費税等
問 広島北税務署
　 ☎０８２－８１４－２１１１

申告は３月15日まで

◆受付期間　平成29年2月14日（火）
～3月15日（水）

今
年
も
所
得
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
北
広
島
町
で
は
、
平
成
29
年
１
月
１

日
現
在
北
広
島
町
に
居
住
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
申
告
相
談
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
申
告
の
必
要
な
方
は
準
備
を
し
て
各
相
談
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
》

○�

事
業
所
得
（
農
業
・
商
業
・
工
業
・

そ
の
他
事
業
な
ど
）
や
不
動
産
所
得

の
あ
る
方

○�

給
与
以
外
の
収
入
（
農
業
・
年
金
な

ど
）
の
あ
る
方

○�

パ
ー
ト
・
内
職
な
ど
、
町
へ
給
与
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

○�

保
険
満
期
な
ど
の
一
時
所
得
が
あ
っ

た
方

○�
土
地
建
物
・
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
、

ま
た
は
株
式
な
ど
の
配
当
が
あ
っ
た
方

○�

肉
用
牛
を
売
却
さ
れ
た
場
合
（
※
免

税
対
象
飼
育
牛
で
も
申
告
が
必
要
）

○�

年
末
調
整
で
受
け
て
い
な
い
控
除
を

受
け
る
場
合

○�

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
全
員
（
加

入
予
定
者
）

＊ 

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
加
入
者
（
加
入
予
定
者
）
及
び

そ
の
世
帯
の
方
は
、
収
入
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
が
な
い
と
、
保
険
税
・
保

険
料
の
減
額
や
負
担
金
の
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
利
用
料
金
の

減
免
判
定
に
も
必
要
で
す
。
ま
た
、

非
課
税
証
明
書
の
発
行
に
は
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
次
の
方
は
所
得
税
の
確
定
申
告
は
原

則
不
要
で
す
が
、
町
・
県
民
税
の
申
告

は
必
要
で
す
。

○�

給
与
所
得
者
で
、
主
た
る
給
与
所
得

以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
以

下
の
（
所
得
が
あ
る
）
方
。

○�

公
的
年
金
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円

以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
以
外
の

所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
以
下
の

（
所
得
が
あ
る
）
方
。（
た
だ
し
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
確
定
申

告
が
必
要
で
す
。）

　

町
・
県
民
税
は
所
得
税
と
異
な
り
、

所
得
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
合
算
し
て

税
額
計
算
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

町･
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
等

申
告
書
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
郵
送

で
も
申
告
で
き
ま
す
。
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
役

場
税
務
課
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

《
申
告
の
際
に
持
参
す
る
も
の
》

○�

給
与
、
賃
金
、
報
酬
な
ど
の
源
泉
徴

収
票
や
支
払
者
の
証
明
書
な
ど
収
入

が
明
ら
か
に
な
る
資
料

○
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

○�

事
業
（
農
業
も
含
む
）
の
「
収
支
内

訳
書
」（
収
入・経
費
の
わ
か
る
も
の
）

○�

農
業
用
機
械
・
車
両
な
ど
を
購
入
し

た
場
合
は
「
販
売
証
明
書
」

○�

住
宅
借
入
金
特
別
控
除
２
年
目
以
降

の
方
は
年
末
残
高
証
明
書
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
申
告
書
（
税
務
署

発
行
）

※ 

住
宅
借
入
金
特
別
控
除
を
初
め
て
受

け
る
場
合
（
１
年
目
）
は
税
務
署
で

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○�

土
地
建
物
等
売
買
契
約
書
の
写
し

（
譲
渡
所
得
が
あ
る
場
合
）、
公
共
収

用
の
場
合
は
「
収
用
証
明
」

○�

肉
用
牛
売
却
証
明
書
（
売
却
証
明
書

が
な
い
と
免
税
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

○�

個
人
年
金
及
び
保
険
満
期
な
ど
の
支

払
証
明
書

○�

生
命
保
険
、
地
震
保
険
、
旧
長
期
損

害
保
険
の
控
除
証
明
書

○�

社
会
保
険
料
の
支
払
証
明
書
（
国
民

年
金
保
険
料
は
必
須
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
な
ど
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得の申告所

 

広
島
北
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
１

年
間
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収

書
、
保
険
等
に
よ
る
補
て
ん
金
明
細

書
（
前
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
を
人

ご
と
、
医
療
機
関
・
薬
局
ご
と
に
整

理
し
た
も
の
を
事
前
に
集
計
し
て
く

だ
さ
い
）

〇
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
寄

附
金
税
額
控
除
に
係
る
対
象
法
人
等

が
発
行
し
た
領
収
書
及
び
、
特
定
公

益
増
進
法
人
等
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

○�

印
鑑
（
納
付
を
口
振
希
望
の
方
は
預

金
通
帳
届
出
印
）、
申
告
者
名
義
の

預
金
通
帳
（
所
得
税
の
納
付
、
還
付

時
に
必
要
）

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
ご
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
確
認
で
き
る
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
等
の

う
ち
い
ず
れ
か
１
つ
）
と
記
載
さ
れ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
持
ち
主
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
（
運
転
免

許
証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
在
留
カ
ー
ド
等
の
う
ち
い
ず
れ

か
１
つ
）

○�

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
書
類
の
あ

る
方
は
そ
の
書
類

■設置期間：平成 29 年２月 16 日 ( 木 ) ～３月 15 日 ( 水 )
　　　　　　　 なお、2 月 19 日と 2 月 26 日の日曜日に限り、確定申告の相談を行います。
　　　　　　　 ただし、税務署では申告相談を行っていません。
■場　　所：「ＮＴＴクレドホール」基町クレド・パセーラ 11階
　　　　　　（広島市中区基町６番 78号　広島県庁前）
■受付時間：午前９時～午後４時（相談は午後５時まで）
■注意事項：来場の際は公共交通機関をご利用ください。
　　　　　　還付申告の場合は、確定申告期間前でも申告書を提出できます。
　　　　　　申告書の提出・送付は、広島北税務署へお願いします。
　　　　　　（〒731－ 0231　広島市安佐北区亀山二丁目 25番 10号）
※�例年、確定申告期間前に、多くの方が税務署へ申告相談にお越しになりますが、大変混雑し、
長時間お待たせしている状況です。申告相談は、ＮＴＴクレドホールへお願いします。

ご不明な点はお電話で解決できます
確定申告書等作成コーナーの操作方法などに関するご質問

e-Tax・作成コーナーヘルプデスク　０５７０－０１
e
ー
－

５
コ ク ゼ イ

９０１（全国一律市内通話料金）
■受付：月～金曜日　午前９時～午後５時（祝日等を除きます。）
■上記の電話番号がご利用できない場合などは、☎ 03 － 5638 － 5171をご利用ください。
　（通常の通話料金となります。）
※確定申告期間中の受付は原則として月～金曜日の午前９時～午後８時となります。
　なお、２月 19日・26日、３月５日・12日の日曜日はご利用いただけます。

ご自宅のパソコンで申告書の作成ができます
自動計算により、所得金額等が計算され、大変便利です。
くわしくは国税庁ホームページの確定申告書等作成コーナーへ。 検索国税庁

平成28年分以降の確定申告書には、

【本人確認書類の例】
　例１：マイナンバーカード
　例２：通知カード　＋　運転免許証や公的医療保険の被保険者証　など
※控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従者などの本人確認書類は不要です。
マイナンバーカードを利用して、e-Tax により申告書等を送信すれば、本人確認書類の提示
または写しの提出が不要となります。

マイナンバーの記載（入力） 本人確認書類の提示または写しの添付＋ が必要です。

申告会場の開設日程

マイナンバーの記載（入力）が必要となりました

問
広
島
北
税
務
署　
☎
０
８
２
‐
８
１
４
‐
２
１
１
１
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北広島町 申告相談・受付日程
◎受付時間　午前9時～11時　午後1時～4時

日　程 芸　北 大　朝 千代田 豊　平

２
月

14日（火） 畑ふれあいセンター
（南方1･2）　＊午後のみ

共盛老人集会所
（共盛）　＊午前のみ

15日（水） 蔵迫地区センター
（川迫1･2･3･4）

16日（木） 南方総合センター
（南方3･4･5･6･7･8）

都志見生活改善センター
（都志見）

17日（金） 川戸加工センター
（川迫5･6･7･8･9･11）

今吉田公民館
（今吉田）

20日（月） 本地総合センター
（本地1･2･5･8･9）

吉木福祉センター
（吉木）

21日（火） 本地総合センター
（本地3･4･6･7）

阿坂老人憩いの家
（阿坂）

22日（水） 壬生ふれあいセンター
（壬生1･2･3･4･5･13･14･15）

西宗老人集会所
（中原・西宗）

23日（木） 壬生ふれあいセンター
（壬生6･7･8･9･10･11･12）

原東生活改善センター
（志路原・上石・海応寺・下石）

24日（金）雲月ふれあいセンター（雲月）
岩戸集会所

（平田･中ノ宮･鉄穴原･本谷･磐門）

27日（月） 北広島町図書館
（宮の庄･足谷･下市･上市･郷の崎）

八重総合センター
（八重1･2･3･4･5･6･13･22）

28日（火）
北広島町図書館

（鳴滝･本郷･番の目・田中原･
立石・伊関）

八重総合センター
（八重7･8･9･10･11･12･23）

３
月

１日（水） 八幡高原センター
（八幡）

長笹老人集会所
（長笹）

２日（木） 美和集会センター
（小原・移原・米沢･大暮）

豊平ふれあい健康館
（戸谷･琴庄）

３日（金） 美和集会センター
（溝口・高野・大谷） 豊平ふれあい健康館

６日（月）芸北ホリスティックセンター（雄鹿原） 豊平ふれあい健康館

７日（火） 芸北文化ホール研修室（川小田･奥中原･板村･細見）
大塚ふれあいセンター

（大塚）

８日（水） 芸北文化ホール研修室 大朝保健センター
（田原･筏津･追坂･九門明･茅原･上ヶ原）

９日（木） 芸北文化ホール研修室
大朝保健センター

（犬追原･1～5丁目･東横･
胡子町･西横）

10日（金） 大朝保健センター
（枝の宮・間所・朝枝・小枝・境）

役場本庁２階会議室
（壬生16・八重18･19･20･21･25）

12日（日） 役場本庁２階会議室

13日（月） 大朝保健センター 役場本庁２階会議室
（八重14･15･16･17･24）

14日（火） 大朝保健センター 役場本庁２階会議室

15日（水） 役場本庁２階会議室

　＊期間中は本庁税務課及び各支所での相談は受け付けておりません。
　＊地区指定をしていますので、できるだけ該当の会場へお越しください。
　＊  3 月 12 日の日曜日に限り、本庁で申告相談を行います。会場が混み合うことが予想されます。
　　時間に余裕を持ってお越しください。

得の申告所

　〔※共盛地区と畑地区は半日〕

問 税務課　IP ☎０５０－５８１２－１８５２
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平成 29年度から適用される住民税の税制改正

１．給与所得控除の見直しについて（上限額の引き下げ）
　　平成 26年度の税制改正により、給与所得控除の見直しが行われ、給与所得控除の上限が段階
　的に引き下げられることとなりました。

２．日本国外に居住する親族に係る扶養控除等の書類の添付の義務化について
　�　平成 27年度の税制改正により、平成 28年１月１日以降に支払われる給与等または公的年金等
に係る確定申告、住民税の申告等において、国外居住親族に係る扶養控除等の適用を受ける場合
には、「親族関係書類」及び「送金関係書類」をそれぞれの申告書に添付し、または提出の際に提
示しなければならないこととされました。
　（注1）�給与等もしくは公的年金等の源泉徴収または給与等の年末調整の際に源泉徴収義務者に提

出したこれらの書類については、確定申告、住民税の申告書に添付または提示を要しない
こととされています。

　（注2）�国外居住親族が16歳未満であっても、住民税の非課税限度額の適用を受ける方やその親
族に係る障害者控除を受けようとする方は、上記の関係書類の添付または提示が必要とな
ります。

　●親族関係書類
　　�　親族関係書類とは、次の①または②のいずれかの書類（これらの書類が外国語で作成されて

いる場合には、日本語での翻訳文も必要です。）で、国外居住親族が納税者の親族であることを
証するものをいいます。

　　①�戸籍の附票の写しその他日本国、都道府県または市区町村が発行した書類及び国外居住親族
の旅券の写し。

　　②�外国政府または外国の地方公共団体が発行した書類（国外居住親族の氏名、生年月日及び住
所または居所の記載があるものに限ります。）

　　※�外国政府または外国の地方公共団体が発行した書類とは、戸籍謄本、出生証明書、婚姻証明
書などの書類が該当します。

　●送金関係書類
　　�　送金関係書類とは、次の①または②のいずれかの書類（これらの書類が外国語で作成されて
いる場合には、日本語での翻訳文も必要です。）で、納税者がその年において国外居住親族の生
活費または教育費に充てるための支払を必要の都度、各人に送ったことを明らかにするものを
いいます。

　　①�金融機関の書類またはその写しで、その金融機関が行う為替取引により、納税者から国外居
住親族に支払をしたことを明らかにする書類（送金依頼書など）。

　　②�いわゆるクレジットカード発行会社が発行した書類またはその写しで、国外居住親族がその
クレジットカード会社が交付したカード等を提示して商品等を購入したこと等により、その
商品の購入等の代金に相当する額の金銭をその納税者から受領し、または受領することとな
ることを明らかにする書類（クレジットカード利用明細書など）。

区　　　分 現行（平成 26 年度～
28 年度課税分） 平成 29 年度課税分 平成 30 年度以後の課税分

上限額が適用される給与収入額 １，５００万円 １，２００万円 １，０００万円
給与所得控除の上限額 ２４５万円 ２３０万円 ２２０万円

＜給与所得控除の見直しに係る一覧＞

※給与所得控除額算出表の全体版は、国税庁ホームページをご覧ください。
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平成 29年度から適用される住民税の税制改正
３．金融所得課税の一体化について
　�　平成 25年度および平成 27年度の税制改正により、税負担に左右されずに金融商品を選択でき
るよう、異なる課税方式の均衡化を図る観点から、公社債等の課税方式を株式等の課税方式と同
一化することとされました。
　�　また、特定公社債等の利子および譲渡損益ならびに上場株式等の金融商品間の損益通算の範囲
を拡大し、３年間の繰越控除ができることとなりました。

　●公社債については、特定公社債等と一般公社債等に区分した上で、課税方式が変更されます。
　（補足）�特定公社債とは、国債、地方債、外国国債、公募公社債、上場公社債、平成 27年 12 月

31日以前に発行された公社債などの一定の公社債をいいます。
＜公社債の区分＞

＜分離課税の改組について＞

特定公社債等 一般公社債等
特定公社債等 特定公社債以外の公社債
公募公社債投資信託の受益権 私募公社債投資信託の受益権
証券投資信託以外の公募公社債投資信託の受益権 証券投資信託以外の私募公社債投資信託の受益権
特定目的信託の社債的受益権での公募のもの 特定目的信託の社債的受益権での私募のもの
　●損益通算・繰越控除・分離課税制度の改組
　�　従来可能だった「上場株式等」と「一般株式等（未上場株式等）」の間で損益通算ができなくな
ります。平成 28年 1月からは、次の１と２の区分による別々の分離課税制度に改組されます。

区　　分 各区分内の損益通算 各区分内の繰越控除

1
特定公社債および上場株式等に係る譲渡所得等の分離課
税（申告分離課税を選択された上場株式等の配当所得と
の損益通算も可能）

できる できる

2 一般公社債等および一般株式等（未上場株式等）に係る譲渡所得等の分離課税 できる できない

　
前
回
の
「
靉あ
い
み
つ光
」
の
話
に
続
き
、
35

年
く
ら
い
前
で
す
が
、
私
の
原
点
で
あ

る
青
年
会
活
動
の
こ
と
で
す
。

　
当
時
、
文
化
祭
は
青
年
会
が
中
心
に

な
り
、
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、
盛
大

に
開
催
し
て
い
ま
し
た
。
第
10
回
の
文

化
祭
を
記
念
し
て
、
明
治
４
年
に
起
き

た
「
武
一
騒
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
演
劇

「『
武
一
』
む
な
く
と
か
ら
の
叫
び
」
を

上
演
し
ま
し
た
。

　
「
山や
ま
が
た県�

武ぶ
い
ち一
」
こ
と
、
先
覚
者
で
あ

る
「
西に
し
も
と
や

本
屋�

武ぶ
い
ち
ろ
う

一
郎
」
は
、
郷
土
の

出
身
者
で
す
が
、「
武
一
」
に
関
す
る

資
料
が
ほ
と
ん
ど
無
い
中
、
く
わ
し
い

先
生
方
か
ら
、
色
々
聞
か
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
当
時
千
代
田
地
域
に
あ
っ
た
６
青
年

会
が
合
同
で
、
ま
ず
台
本
作
り
。
当
然

初
め
て
の
事
で
、
台
本
係
６
人
で
１
ヶ

月
半
の
悪
戦
苦
闘
し
た
末
、
仕
上
げ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
配
役
を
決
め
、
各
場
面
の
背
景
を
青

仲
間
と
共
に
育
む「
郷
土
愛
」

「
武ぶ

い
ち一
」と
わ
た
し

年
会
ご
と
に
受
け
持
ち
、
役
割
分
担
を

し
、
本
格
的
に
演
劇
「
武
一
」
が
動
き

始
め
ま
し
た
。配
役
も
全
く
の
素
人
で
、

な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、指
導
者
に
指
導
を
お
願
い
す
る
と
、

み
る
み
る
う
ち
に
上
達
し
ま
し
た
。

　
文
化
祭
発
表
当
日
は
、
開
発
セ
ン
タ

ー
が
超
満
員
と
な
り
、
立
見
の
人
も
随

分
お
ら
れ
ま
し
た
。
配
役
は
30
人
程
度

で
し
た
が
、
裏
方
や
ス
タ
ッ
フ
等
も
合

わ
せ
る
と
、
２
０
０
人
以
上
の
青
年
の

力
で
演
劇
が
成
立
し
た
の
で
す
。

　
郡
内
外
の
人
と
、
殿
様
に
「
東
京
へ

行
か
ず
民
の
暮
ら
し
の
向
上
を
」
と
、

自
分
た
ち
が
望
む
政
策
の
実
現
を
求
め

た
武
一
、百
姓
一
揆
の
罪
を
一
身
に
か

ぶ
っ
た
武
一
は
、
郷
土
の
た
め
、
民
の

た
め
に
尽
く
し
た
人
で
す
。
そ
れ
だ
け

は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。

　
打
ち
上
げ
で
、
達
成
感
を
仲
間
と
共

有
し
感
激
の
涙
を
流
し
た
こ
と
が
、
こ

の
郷
土
を
愛
し
支
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
た
私
の
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

形
は
違
い
ま
す
が
、
今
も
「
神
楽
」

や
「
花
田
植
」、
各
地
区
の
祭
り
や
行

事
、
歌
や
踊
り
な
ど
が
、
郷
土
を
愛
す

る
人
た
ち
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
感
動
や
喜
び
の
輪
が
広

が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

No. ５

箕野博司
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東
京
名
人
会

宝
く
じ
文
化
公
演

　12月 14 日（水）、千代田開発センターで、宝くじ文化公
演「東京名人会」が開催されました。テレビなどでおなじみ
の落語家　三

さんゆうてい
遊亭�円

えんらく
楽さんや林

はやしや
家�木

き く ぞ う
久蔵さん、漫才師のお

ぼんこぼんさんら６組が出演し、約 550 人の観客の皆さん
は、落語や漫才、マジックショーを楽しんでいました。

吹
ふ き た

田 武
た け ひ こ

彦 巡査部長が「広島県民の警察官」に
中野駐在所（芸北）

　山県警察署�地域交通課�中野駐在
所の吹

ふき た
田�武

たけひこ
彦�巡査部長が、第 55

回「広島県民の警察官」として表彰
されました。住民の安心・安全な生
活を守るために活躍し、かつ、信頼
の厚い警察官に対して贈られるもの
で、㈱産経新聞社・㈱テレビ新広島
が提唱している制度です。吹田巡査
部長は、中野駐在所に赴任して４年
目。芸北小学校児童の登下校時の見
守り活動や、交通安全子供自転車大
会に向けた練習の指導などにも取り
組まれています。12 月 15 日（木）
には、箕野町長へ受賞を報告し、「地
域あっての今回の受賞」と話されて
いました。

芸北小前での見守り活動

おぼんこぼん

林家 木久蔵 三遊亭 円楽
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北広島町
定住者の声

北広島町に移り住んで
来られた方の体験談を

紹介します

　
今
月
は
、
長
野
か
ら
豊
平
へ
移
住
さ

れ
た
、
飯い
い
や
ま山�

啓け
い
す
け介
さ
ん
、
亜あ

き紀
さ
ん

ご
夫
妻
。
晴は

る

く
ん
（
９
歳
）、
楓か

え
で

く
ん

（
５
歳
）、
昊あ

さ
ひく
ん
（
３
歳
）
の
５
人
家

族
で
す
。

●
ど
う
し
て
北
広
島
町
へ
？

　
東
京
に
住
ん
で
い
た
ん
で
す
が
、
入

籍
し
た
直
後
に
東
日
本
大
震
災
が
あ
っ

て
。
も
と
も
と
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
ま
ず
は
東
京
か

ら
も
近
い
長
野
へ
移
住
し
ま
し
た
。
で

も
、
冬
は
マ
イ
ナ
ス
20
℃
に
な
っ
た
り

し
て
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
の
と
、
祖
母

の
お
別
れ
の
と
き
が
近
づ
い
て
い
た
の

で
、
実
家
の
あ
る
広
島
へ
の
移
住
を
考

え
ま
し
た
。（
啓
介
さ
ん
）

　
空
き
家
バ
ン
ク
で
こ
の
家
を
見
つ
け

て
、
す
ご
く
広
い
し
、
お
家
賃
も
手
ご

ろ
だ
っ
た
の
で
「
行
こ
う
！
」
っ
て
思

い
ま
し
た
。
実
家
は
東
京
だ
し
、
長
野

に
友
だ
ち
も
い
た
の
で
寂
し
さ
は
あ
り

ま
し
た
が
、ご
両
親
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

地
元
の
友
達
も
い
る
環
境
は
彼
に
と
っ

て
い
い
と
思
っ
た
し
、
放
射
能
の
こ
と

も
気
に
な
っ
て
、
西
へ
行
こ
う
と
い
う

思
い
も
あ
っ
た
の
で
。（
亜
紀
さ
ん
）

●
移
住
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

　
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
ら
畑
も
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
長
野
の

家
は
離
れ
た
と
こ
ろ
に
し
か
畑
が
な
く

て
。
こ
こ
は
す
ぐ
裏
に
畑
が
あ
る
の
で

う
れ
し
い
で
す
。
あ
と
、
星
が
き
れ
い

で
す
ね
。（
啓
介
さ
ん
）

　
神
楽
が
盛
ん
だ
と
知
ら
ず
に
来
た
ん

で
す
が
、
と
っ
て
も
素
敵
で
す
よ
ね
。

魅
了
さ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
は
、
長
野

の
と
き
は
住
宅
街
で
す
ぐ
隣
に
も
家
が

あ
っ
て
窮
屈
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
こ

こ
は
開
放
的
で
気
持
ち
が
い
い
で
す
。

ず
っ
と
こ
う
い
う
暮
ら
し
を
し
た
か
っ

た
の
で
。（
亜
紀
さ
ん
）

●
ご
近
所
づ
き
あ
い
は
？

10
月
末
に
集
会
所
で
集
落
の
人
が
20

人
近
く
集
ま
っ
て
歓
迎
会
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
な
ぁ
。
同
じ

集
落
に
、
今
は
広
島
市
の
千
田
町
に
住

ん
で
い
る
け
ど
何
年
か
後
に
は
戻
っ
て

く
る
と
い
う
人
が
い
て
、
考
え
方
が
似

て
い
る
の
で
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
の
が
楽

し
み
で
す
。（
啓
介
さ
ん
）

●
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
へ

移
り
た
い
け
ど
ど
こ
へ
行
け
ば
い
い

か
な
？
と
思
っ
て
い
る
人
は
よ
う
け
お

る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
長
野
も
そ
う

で
し
た
が
、
こ
こ
も
地
元
の
人
が
す
ご

く
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る

ん
で
す
。
恐
縮
し
て
し
ま
う
く
ら
い
。

た
と
え
ば
野
菜
を
た
く
さ
ん
も
ら
っ
た

り
と
か
。
ご
縁
の
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
ら
、
移
住
し
て
み
る
の
も
い
い
と
思

い
ま
す
。（
啓
介
さ
ん
）

　
北
広
島
町
の
空
き
家
バ
ン
ク
の
サ
イ

ト
は
見
や
す
く
て「
来
て
く
だ
さ
い
！
」

と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

都
会
に
疲
れ
た
人
と
か
、
来
て
み
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、
い
ろ
ん

な
人
と
交
流
し
た
い
の
で
、
地
元
の
方

も
新
し
く
移
住
さ
れ
て
く
る
方
も
、
気

軽
に
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
待
っ
て
ま
す
。（
亜
紀
さ
ん
）

【
役
場 

企
画
課
か
ら
の
お
願
い
】

①
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
た
め
、

　
町
内
で
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
物
件

　
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

②
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

　
る
た
め
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力

　
い
た
だ
け
る
定
住
者
の
方
を
ご
紹
介

　
く
だ
さ
い
！

問�

企
画
課�

地
域
振
興
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ�

０
８
２
６
‐
７
２
‐
５
２
４
２

E
-m
a
il�sh

in
ko
u
@
to
w
n
.�

kitahiroshim
a.lg.jp

★
北
広
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

ノ
ー
カ
ッ
ト
、
ロ
ン
グ
バ
ー
ジ
ョ
ン
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
上
に
あ
る「
北
広
島

町 

定
住
情
報
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

北広島町　定住情報 検索
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集
落
支
援
員
だ
よ
り

●
大
暮
地
区
の
サ
ロ
ン
開
催（
芸
北
）

現
在
、
芸
北
地
域
の
大
暮
地
区
と
溝

口
２
区
で
、
集
い
の
場
と
し
て
の
サ
ロ

ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
大

暮
地
区
の
サ
ロ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

区
長
か
ら
、
老
人
会
と
は
違
っ
た
集

ま
り
の
場
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
？

と
の
提
案
を
受
け
、
区
長
と
北
広
島
町

社
会
福
祉
協
議
会
、
集
落
支
援
員
と
の

連
携
の
も
と
、
老
人
会
会
員
以
外
の
方

の
参
加
も
含
め
、
一
昨
年
か
ら
毎
月
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
の
指
導
に
よ

る
健
康
体
操
や
、
皆
さ
ん
が
聞
い
て
み

た
い
こ
と
、
気
に
な
る
テ
ー
マ
を
選

ん
で
講
師
を
呼

び
、
ミ
ニ
講
演

会
形
式
で
開
い

て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、

薬
剤
師
に
よ
る

正
し
い
薬
の
飲

み
方
や
、
町
の

保
健
師
か
ら
認

知
症
予
防
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
り
、

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
山
口
さ
ん
の

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
と
ウ
ク
レ
レ
演
奏
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
雪
が
降
っ
て
外
へ
出
る
こ
と
が
少
な

く
な
る
こ
の
時
期
、
20
人
前
後
の
皆
さ

ん
が
集
ま
っ
て
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
一

緒
に
過
ご
す
時
間
は
、
大
切
な
ひ
と
時

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
田た
な
か中�

真し
ん
じ次
）

●
加
工
品
開
発（
芸
北
）

　
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
芸
北

地
域
・
中
祖
集
落
の
女
性
グ
ル
ー
プ

「
城じ
ょ
う
い
わ岩
の
詩う
た

」
に
よ
る
加
工

品
開
発
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
た
ち
の
「
芸
北

で
採
れ
る
も
の
で
お
土
産
に

な
る
よ
う
な
加
工
品
を
作
り

た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
取

り
組
み
が
始
ま
り
、
今
年
度

半
年
間
は
「
お
や
き
」
の
試

地
域
お
こ
し
協
力
隊

通
信

作
を
重
ね
ま
し
た
。

　
生
地
は
、
ヨ
モ
ギ
と
カ
ボ
チ
ャ
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
。
ヨ
モ
ギ
ま
た
は
カ

ボ
チ
ャ
の
ペ
ー
ス
ト
と
団
子
粉
を
混

ぜ
た
生
地
の
中
に
あ
ん
こ
を
入
れ
て

焼
く
、
素
朴
な
お
や
つ
で
す
。
芸
北

地
域
内
の
お
祭
り
で
２
回
、

「
乙お
と
く
ん
ち

九
日
焼
き
」
と
い
う
名

前
で
販
売
し
ま
し
た
。

　
今
冬
は
、
他
の
加
工
品
開

発
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
予

定
で
す
。
さ
ら
な
る
集
落
の

に
ぎ
わ
い
を
創
出
で
き
る
よ

う
、
お
手
伝
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。（
吉よ
し
だ田�

紗た
え
こ子
）

　
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
こ
ん
に
ゃ

く
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
は
３
回
目
で
す

が
、
今
回
が
い
ち
ば
ん
集
中
で
き
ま
し

た
。「
昔
は
こ
ん
に
ゃ
く
に
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
混
ぜ
て
、
か
さ
増
し
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
ん
よ
」「
戦
時
中
は
母
が
こ
ん

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

通
信

に
ゃ
く
を
白
和
え
に
し
て
く
れ
た
の
を

よ
う
食
べ
た
」
な
ど
の
話
を
聞
く
と
、

「
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
の
工
程
を
知
る
」

と
い
う
枠
を
超
え
た
学
び
が
あ
る
環
境

に
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

特
に
難
し
か
っ
た
の
は
成
形
。
丸
め

る
途
中
で
亀
裂
が
入
っ
た
り
、
こ
れ
で

よ
し
！
と
思
っ
て
も
、
湯
に
入
れ
て
し

ば
ら
く
す
る
と
何
だ
か
い
び
つ
…
と

い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
。「
こ
れ
も
経

験
！
」
と
笑
っ
て
く
れ
る
姿
に
、
た
だ

た
だ
人
生
の
厚
み
を
感
じ
ま
す
。
材
料

も
分
量
も
、
道
具
も
工
程
も
す
で
に
頭

に
入
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

話
を
し
な
が
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
教

え
て
も
ら
っ
て
ま
た
一
緒
に
作
り
た
い

で
す
。（
山や
ま
ぐ
ち口�

実み
さ
き咲
）

▶
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
を

　
披
露
す
る
山
口
さ
ん

▶
乙
九
日
炎
の
祭
典
で
販
売
し
、

　
完
売
し
ま
し
た

20 個近いこんにゃくができました
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健　
康
　
信
通

第139回

問�保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

楽しむ拠点コース
筋トレ、ウォーキング、球技などを楽しみます。
日時 毎週月曜日 午前9時30分～11時30分
会場 千代田運動公園体育館 
参加費 100円 

水の拠点コース
温水プールで水中ウォーキングなどを楽しみます。
日時 ２月28日（火） 午後２時～３時
会場 千代田運動公園 温水プールSuiSui
参加費 100円 
＊どなたでも参加できます。お誘い合わせ
　てお越しください。

「
結
核
」
は
ひ
と
ご
と
で
は
な
い

平成26年 年齢別新登録患者罹患率（広島県）

50
人
口
10
万
対

～10代 20代

3
9.4

5.8 5.1 5.4
10.8

45.8

30代 40代 50代 60代 70代～

25

  0

保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る

月
一
健
康
相
談
を
開
催
し
ま
す
！

日
時　

２
月
24
日
（
金
）

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

会
場　
千
代
田
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

※�
予
約
不
要
で
す
。
血
圧
測
定
・
尿
検

査
を
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

お
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
を
行
い
ま
す

適
塩
生
活
の
参
考
に
、
ご
家
庭
の
お

み
そ
汁
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
新
・
医
者
に
か
か
る
十
箇
条
」を

　
　
　
　
　
　
　
毎
月
紹
介
し
ま
す

第
十
条　

　
治
療
方
法
を
き
め
る
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
で
す

治
療
方
法
も
多
様
化
し
て
い
る
時

代
。
ド
ク
タ
ー
が
「
あ
な
た
に
は
こ
れ

が
最
善
」
と
１
つ
の
選
択
肢
だ
け
を
示

し
て
く
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
治
療

方
法
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
治
療
方
法
の
長
所
、
短
所
を
尋
ね
、

理
解
し
た
う
え
で
よ
く
考
え
て
自
己
決

定
し
ま
し
ょ
う
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で

相
談
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

出
典
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
さ
え
あ
い
医
療
人
権
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｌ

��������「
新
・
医
者
に
か
か
る
十
箇
条
」

●
感
染
経
路

　
結
核
は
空
気
感
染
で
す
。
発
病
し
た

人
の
咳
と
と
も
に
飛
び
散
っ
た
結
核
菌

を
吸
い
込
む
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
結

核
菌
に
感
染
し
て
、
発
病
す
る
の
は
1

～
2
割
程
度
で
す
。発
病
し
な
け
れ
ば
、

人
に
う
つ
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
乳

幼
児
や
高
齢
者
、
病
気
治
療
中
の
人
は

免
疫
力
が
低
い
た
め
、
感
染
や
発
病
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

●
感
染
・
発
病
を
防
ぐ
た
め
に

　
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

風
邪
の
初
期
症
状
と
よ
く
似
て
い
る

た
め
発
見
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

2
週
間
以
上
症
状
が
続
く
場
合
は
、
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

定
期
健
診
で
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
る

こ
と
も
有
効
で
す
。
健
診
を
受
け
て
い

な
い
人
は
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

長
引
く
咳
・
体
が
だ
る
い

痰た
ん
が
出
る
・
微
熱
が
続
く

結核の
初期症状

●
結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
な
い

　

結
核
は
未
だ
に
蔓
延
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
１
日
に
66
人
の
新
し
い
患

者
が
発
生
し
、
６
人
が
命
を
落
と
し
て

い
ま
す
。

●
日
本
に
お
け
る
結
核
の
特
徴

　

発
病
患
者
の
６
割
が
高
齢
者
で
す
。

高
齢
者
は
結
核
が
流
行
し
た
時
代
に
育

っ
た
た
め
、
既
に
感
染
し
て
い
る
人
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。
加
齢
や
病
気
で

免
疫
力
が
低
下
し
、
発
病
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
結
核
菌
に
対
し
て
免
疫
を
つ
け
る
の

が
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
1
歳
に
な

る
ま
で
に
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。
接

種
し
て
い
れ
ば
、
感
染
し
た
と
し
て
も

発
病
率
を
下
げ
、重
症
化
を
防
ぎ
ま
す
。

　
か
ら
だ
づ
く
り

　
日
ご
ろ
か
ら
、
１
日
３
食
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
と
十
分
な
睡
眠
で
健
康

づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

か
つ
て
は
「
不
治
の
病
」
と
い
わ
れ

た
結
核
も
、
確
実
に
薬
を
飲
め
ば
治
る

病
気
と
な
り
ま
し
た
。
ひ
と
ご
と
と
思

わ
ず
に
、
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
、

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
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こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ
う
か
つ括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問�保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

お
げ
ん
き
カ
ル
タ

今
月
の
一
枚

　
身
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
代
謝

が
よ
く
な
り
、
脳
も
活
性
化
し
ま

す
。
気
分
も
晴
れ
晴
れ
。

　
寒
さ
に
負
け
ず
、
少
し
で
も
身

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。　

　
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
に
伴
い
、
足
腰

が
弱
く
な
っ
た
り
、
も
の
忘
れ
が
増
え

る
な
ど
、
心
身
機
能
の
低
下
が
起
こ
り

ま
す
。

　
特
に
、
人
が
身
体
を
動
か
し
て
活
動

す
る
た
め
に
は
、
運
動
機
能
や
筋
肉
量

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
筋
肉
量
が
減
少
す
る
こ
と
で
運
動
量

が
減
少
し
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
も

低
下
し
て
、転
倒
や
け
が
が
増
え
ま
す
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
運
動
量
が

減
り
、
筋
肉
量
も
減
少
す
る
と
い
う
悪

循
環
が
起
こ
り
ま
す
。

人
間
の
筋
肉
は
、
何
歳
に
な
っ
て
も

筋
肉
量
を
維
持
・
増
加
す
る
こ
と
は
可

能
で
す
。
十
分
な
栄
養
と
運
動
に
よ
る

刺
激
に
よ
り
、
筋
肉
量
を
増
加
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　
運
動

◆�

座
る
時
、
立
つ
時
、
歩
く
時
、
背
筋

を
伸
ば
し
て
よ
い
姿
勢
を
意
識
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

◆�

家
事
も
運
動
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

こ
ま
め
に
動
き
ま
し
ょ
う
。

◆�
少
し
頑
張
っ
て
筋
ト
レ
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
椅
子
へ
の
立
ち
座
り
の
動

作
を
ゆ
っ
く
り
息
を
吐
き
な
が
ら
行

う
、
片
足
で
立
つ
、
つ
ま
先
立
ち
を

す
る
な
ど

も
、
筋
ト

レ
に
な
り

ま
す
。

　
栄
養

◆�

筋
肉
を
つ
く
る
素
に
な
る
た
ん
ぱ
く

質
（
肉
・
魚
・
卵
・
乳
製
品
・
大
豆

製
品
な
ど
）
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

◆�

し
っ
か
り
と
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
お
口
の
手
入
れ
も

行
い
ま
し
ょ
う
。

 

健
康
長
寿
を
目
指
し
て

 

筋
肉
量
を
維
持
し
て
介
護
予
防

　

社
会
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
人
に

は
、元
気
な
人
が
多
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

地
域
の
中
の
色
々
な
活
動
に
参
加
す
る

と
、
話
し
相
手
と
な
る
仲
間
が
出
来
た

り
、
活
動
を
通
じ
て
自
然
に
身
体
や
頭

を
使
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
心
身
の

健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
◆
お
友
達
と
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
る

　
◆
趣
味
の
活
動
を
楽
し
む

　
◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
積
極
的
に
行
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
色
々
な
活
動

に
誘
わ
れ
た
ら
、
前
向
き
に
参
加
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

 

健
康
長
寿
に
大
切
な
社
会
参
加
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【
問
】
計
画
実
施
に
向
け
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
状
況

　
総
合
計
画
の
実
施
に
つ
い
て
、
裏
付

け
と
な
る
財
政
と
一
体
的
で
な
い
と
絵

に
描
い
た
餅
で
あ
る
。
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

【
答
】
今
後
、
交
付
税
の
合
併
特
例
加

算
が
縮
減
し
て
い
く
な
ど
、
非
常
に
厳

し
い
財
政
状
況
と
な
り
ま
す
が
、
毎
年

度
行
っ
て
い
る
財
政
推
計
に
基
づ
い
て

事
業
を
計
画
し
、
少
な
い
投
資
で
最
大

の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い

き
ま
す
。
総
合
計
画
の
１
つ
の
柱
と
し

て
、
人
づ
く
り
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
地
域
を
支
え
、
活

躍
し
て
く
れ
る
人
材
を
育
成
し
、
町
民

と
町
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

【
問
】
千
代
田
地
域
の
水
道
問
題

　
千
代
田
地
域
の
水
源
問
題
が
新
聞
報

道
さ
れ
た
。
全
体
で
は
整
備
に
約
50
億

円
程
度
か
か
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

今
後
、
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
中
に

お
い
て
、ど
う
対
応
す
る
の
か
、な
ぜ
、

こ
の
問
題
が
合
併
ま
で
に
整
理
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
聞
報

道
に
よ
り
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
い
く
つ
も
ボ
ー
リ

ン
グ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
日
量

３
千
ト
ン
、
５
千
ト
ン
と
い
っ
た
豊
富

な
水
脈
に
は
当
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
土

師
ダ
ム
の
水
利
権
を
獲
得
し
て
、
違
法

取
水
状
態
か
ら
の
早
急
な
脱
却
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、

土
師
ダ
ム
か
ら
上
流
の
浄
水
場
ま
で
管

路
を
整
備
す
る
必
要
が
法
的
に
あ
る
こ

と
で
す
。
国
・
県
と
協
議
し
て
、
最
善

の
方
法
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

浄
水
場
は
老
朽
化
が
激
し
く
更
新
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
整
備
に
、

約
20
億
円
程
度
、
土
師
ダ
ム
か
ら
の
管

路
整
備
が
、
約
20
億
円
程
度
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。
千
代
田
地
域
の
水
道
事
業

で
は
、
あ
る
程
度
の
収
益
を
基
金
と
し

て
積
み
立
て
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
基

金
を
使
用
し
て
改
修
工
事
を
し
て
い
き

ま
す
。

【
問
】
集
落
対
策

　
芸
北
地
域
で
一
番
心
配
な
の
は
、
10

年
先
に
集
落
が
存
続
し
て
い
る
か
で
あ

る
。
千
代
田
地
域
と
比
較
し
て
高
齢
化

率
が
高
く
、
働
く
場
が
な
い
。
集
落
を

支
え
る
人
が
い
な
く
な
る
と
い
う
心
配

が
あ
る
。
芸
北
地
域
の
実
態
に
即
し
た

施
策
を
展
開
し
て
ほ
し
い
。

【
答
】
旧
小
学
校
単
位
ぐ
ら
い
で
、
将

来
像
を
議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
検
証
と

先
進
地
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
町
民
と
町
が
連
携
し
て
知
恵
を
出

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
】 町
民
の
定
住
満
足
度

　

か
つ
て
、「
住
み
た
い
ま
ち
芸
北
、

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
芸
北
」
と
い
う
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
あ
っ
た
。
芸
北
地

域
に
住
ん
で
18
年
が
経
過
し
た
が
、
住

ん
で
よ
か
っ
た
か
と
い
え
ば
疑
問
。
町

平
成
28
年
度

　
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　
平
成
28
年
度
の
地
域
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
（
地
域

町
政
懇
談
会
）
を
昨
年
11
月
か
ら
12
月
上
旬
に
か
け

て
町
内
４
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
現
在
策
定
中
の
第
２
次
北
広
島
町
長

期
総
合
計
画
基
本
構
想
案
と
町
政
全
般
に
つ
い
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
11
月
29
日
（
火
）
に
開
催
し
た
、
芸
北

会
場
で
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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は
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
町
民
が
思
っ

て
い
る
か
を
把
握
し
て
い
る
か
、
町
外

に
も
リ
サ
ー
チ
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

【
答
】
総
合
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た

っ
て
、
２
千
人
を
対
象
に
町
民
の
満
足

度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
地
域
に
対
す
る
愛

着
は
相
当
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
課

題
と
し
て
は
、
利
便
性
、
公
共
交
通
、

医
療
機
関
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
が
解
決

で
き
れ
ば
、ま
さ
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
、

住
み
た
い
ま
ち
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

町
外
の
方
に
つ
い
て
は
、
新
規
定
住
者

な
ど
か
ら
、
今
後
も
把
握
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

【
問
】
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

　
未
来
づ
く
り
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
に
参
加
し
た

中
で
、
地
域
活
動
を
維
持
す
る
た
め
の

新
た
な
体
制
づ
く
り
と
か
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
意
見
が
印
象
に
残
っ

て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
。

【
答
】
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
、
町

民
と
の
協
働
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
総
合
計

画
の
中
で
も
柱
と
な
り
ま
す
。
総
合
計

画
を
進
め
て
い
く
た
め
の
理
念
と
な
る

条
例
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
】
町
内
在
住
者
を
大
切
に

　
若
者
定
住
対
策
で
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に

力
を
入
れ
る
こ
と
は
よ
い
こ
と
だ
が
、

そ
れ
よ
り
、
ず
っ
と
定
住
し
て
い
る
町

民
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
答
】
ず
っ
と
住
み
続
け
て
い
る
方
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
十
分
で
は
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
地
域
に

残
っ
て
地
域
で
働
く
と
い
う
方
を
対
象

に
懇
談
会
を
行
い
、
住
み
続
け
て
い
く

た
め
の
課
題
と
解
決
策
を
探
り
、
施
策

に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
問
】
芸
北
地
域
の
現
状

　
芸
北
地
域
の
現
状
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
問
う
。
合
併
当
時
の
芸
北
町
で
出

生
が
50
人
程
度
、
４
年
後
の
出
生
は
30

人
程
度
。
選
挙
の
た
び
に
少
な
く
な
っ

て
い
る
。過
疎
が
過
疎
に
な
る
ば
か
り
。

町
と
し
て
ど
う
思
っ
て
い
る
か
。

【
答
】
芸
北
地
域
は
、
少
子
化
が
急
激

に
進
ん
で
い
ま
す
。教
育
委
員
会
で
は
、

ふ
る
さ
と
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、

将
来
、
大
人
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
い

と
思
う
よ
う
な
教
育
を
地
域
の
方
と
一

緒
に
進
め
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
の
１

つ
と
し
て
、
芸
北
小
・
芸
北
中
で
挑
戦

科
と
い
う
教
科
を
新
た
に
作
っ
て
、
木

を
切
る
体
験
、
茅
葺
屋
根
の
葺
き
替
え

に
取
り
組
む
な
ど
、
教
育
で
で
き
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
問
】
Ｕ
タ
ー
ン
促
進

　
芸
北
地
域
で
Ｕ
タ
ー
ン
は
難
し
い
。

都
会
よ
り
芸
北
地
域
の
ほ
う
が
暮
ら
し

や
す
い
と
い
う
状
況
に
し
た
い
が
、
芸

北
地
域
に
戻
っ
て
こ
い
と
は
な
か
な
か

言
え
な
い
。
空
き
家
も
増
え
て
き
て
い

る
。町
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
ほ
し
い
。

【
答
】
心
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
ま

ち
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
方
に

は
、
ぜ
ひ
と
も
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
と

声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
ど
ん
な
施
策
が
必
要
か
、
地
域
の

方
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
次
号
で
は
、
豊
平
・
大
朝
・
千
代

田
会
場
で
の
意
見
交
換
の
主
な
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

問
企
画
課�

政
策
立
案
室

　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

芸北会場

未来づくり Cafe では参加者の皆さんが
活発な意見交換を行いました
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ごみの減量化にご協力ください

３Ｒチェックシート
　下のシートは、１日の暮らしの中で簡単に取り
組める３Ｒのチェックシートです。１日に全てで
なく、１つでも意識することによって、あなたの
生活がエコにつながります。

３Ｒとは

ごみを減らすキーワード

リデュース：発生抑制

リユース：再使用

リサイクル：再利用

朝 朝食を残さず食べる
拭き掃除は使い捨てのペーパーでなく雑巾を使う

昼

メモ用紙は裏紙を使う
昼食を残さず食べる
割りばしでなくマイ箸で昼食
ドリンクは使い捨てでないコップを使う

夕方

買い物前に冷蔵庫チェックをして、買いすぎを防ぐ
マイバックを持参
まとめ買いをせず、使い切れる、食べきれる分だけ買う
詰換えの商品やくり返し使える商品を選ぶ
過剰包装を断る

夜
夕食を残さず食べる
生ごみはひと絞りして水を切ってから捨てる
紙パックやトレーを捨てずに洗ってリサイクルに出す

　現在、ごみ処理には多くの費用が発生しています。皆さんの協力によりごみが減れ
ば、処理に係る費用やエネルギーの削減を図ることができます。限りある資源を守る
ため、ごみを減らし、環境を大切にしたまちと暮らしの実現を目指しましょう。
問町民課�環境管理係　IP☎０５０－５８１２－１８５４

　宝くじコミュニティ助成事業とは？
　（一財）自治総合センターが宝くじ
の収益金を財源として、地域住民のコ
ミュニティの健全な発展と宝くじの普
及広報を図るため、コミュニティ振興に必要な設備など
の整備に関する助成を行っているものです。

　宝くじコミュニティ助成事業を活用して、千代田地域
づくり協議会に簡易テント６張と椅子 100 脚、豊平自
治振興会に会議テーブル 65台が整備されました。

宝くじコミュニティ助成事業で備品を整備
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北広島町農山村体験推進事業

　北広島町農山村体験推進協議会（事務局：商工観光課）では、いなかでの「ほんもの体験」をし
てもらおうと、県内の小学生（山・海・島体験活動）や県外からの中高生修学旅行の民泊・体験プ
ログラムの受入を行っています。平成 28年度は 12月時点で約 1,000 人・3,000 泊の小学生、約
700 人・900 泊の中高生の受入を行いました。

今年度の体験型修学旅行の受入（８校）
5/15 ～ 5/16 大阪府 大阪市立東淀中学校
5/18 ～ 5/19 石川県 小松市立丸内中学校
6/2 ～ 6/4 神奈川県 海老名市立柏ヶ谷中学校
6/13 ～ 6/14 大阪府 富田林市立金剛中学校
8/31 ～ 9/1　 大阪府 大阪市立新北島中学校
10/11～ 10/13 神奈川県 県立相模原青陵高校
11/6 ～ 11/7 神奈川県 県立茅ヶ崎西浜高校
　2/8 ～ 2/10 佐賀県 唐津市立第一中学校

　平成 29年度の体験型修学旅行は、現時点で 5校約 700
人の受入が決定しています。
　民泊は新たな設備投資なく気軽に始められます。民泊受
入家庭の登録も随時受け付けていますので、ご興味のある
方はお問い合わせください。地域の集会や個人のお宅への
訪問説明もできますのでご相談ください。

●農家・非農家は問いません。農作業体験ができなくても OKです。
● 3泊 4日の小学生の受入でなく、1 泊 2 日の修学旅行の受入だけでも OKです。
●受入希望を取りますので、ご都合に合わせて受入ができます。
●家屋の改築や宿泊に関する営業許可は不要です。
● 1回あたりの受入人数は１軒につき 3 人～ 5 人です。
●年に 1回、受入前の安全・食品衛生管理講習会と受入終了後の反省会を実施します。
●�受入の際の学校や旅行会社との調整は、協議会が一括で行います。
●�不慮の事故に備える賠償責任保険は、協議会で一括加入します。
　（児童・生徒の送迎に係る自動車保険は各家庭で加入している保険をご利用いただきます）

問北広島町農山村体験推進協議会事務局（商工観光課�観光振興係内）IP☎０５０－５８１２－８０８０

民泊受入家庭募集中

　

お 

詫 

び

　
昨
年
11
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

あ
る
画
像
を
、
町
民
の
方
へ
の
チ
ラ
シ

（
水
道
事
業
の
安
全
確
保
対
策
）
に
無

断
で
転
載
い
た
し
ま
し
た
。

　
著
作
権
や
肖
像
権
に
関
す
る
法
的
規

制
が
あ
る
こ
と
の
認
識
が
十
分
で
な

く
、
無
許
可
で
転
載
し
た
こ
と
は
、
画

像
の
権
利
を
有
し
て
い
る
方
に
ご
迷
惑

を
お
掛
け
す
る
と
共
に
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
信
頼
を
裏
切
る
行
為
で
あ
り
、
心

よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
関
係
者
に
対

し
て
は
、
速
や
か
に
謝
罪
を
行
い
、
使

用
の
承
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
再
び
こ
の
よ
う
な
事
態
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の

確
立
と
職
員
へ
の
指
導
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。�

問�

総
務
課

　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
０
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平
成
28
年
の

　
　
出
動
状
況

防
災
最
前
線

北広島町消防本部
IP050-5812-1119

「
火
災
の
無
い
安
全
な
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
!!

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
定
期
的
に
点
検
し
、
電
池
切
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
「
大
切
に
!!
生
命
・
財
産
・
ふ
る
里
を
」

■
火
災
件
数
10
件

■
救
急
件
数
１
０
８
８
件

■
救
助
件
数
17
件

●
火
災
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
に
発
生
し
た
火
災
は
10
件

で
、
平
成
27
年
と
比
べ
る
と
３
件
減
少

し
ま
し
た
。火
災
で
多
か
っ
た
の
が「
建

物
火
災
」
の
６
件
で
し
た
。
火
気
の
取

り
扱
い
時
に
は
、
よ
り
一
層
の
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
救
急
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
の
救
急
出
動
は
１
０
８
８

件
で
、
平
成
27
年
よ
り
62
件
増
加
し

ま
し
た
。
重
症
者
の
搬
送
は
１
３
３

件
、
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
搬
送
は

６
５
２
件
で
し
た
。　

　
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
利
用
し
た

救
急
搬
送
は
17
件
で
し
た
。

●
救
助
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
の
救
助
出
動
は
17
件
で
、

平
成
27
年
よ
り
６
件
減
少
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
交
通
事
故
に
よ
る
救
助
出

動
が
一
番
多
く
、
13
件
で
し
た
。

建　物

林　野

その他

0 5 10

6件

1件

3件

火災件数
平成28年・10件
平成27年・13件

焼却行為
4件

たばこ
2件

その他
4件

焼却行為
たばこ
その他

H27年に８件だ
った焼却行為は、
H28年は4件に
減少しました。

14

12

10

8

6

4

2

0
千代田 芸北 大朝 豊平 高速

救助出動件数
　平成28年・17件
　平成27年・23件8件

4件 4件

1件 0件

600

500

400

300

200

100

0
千代田 芸北 大朝 豊平 高速

救急出動件数
　　平成28年・1088件
　　平成27年・1026件

527件

150件
232件176件

3件

18～64歳
289人

7～17歳
48人

0～6歳
23人

65歳以上
652人

火災や事故を
減らそう！

平成 28 年　火災件数

平成 28 年　出火原因別件数

平成 28 年 地域別救助出動件数 平成 28 年 地域別救急出動件数

平成 28 年  世代別搬送人数
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町長選挙・町議会議員一般選挙について

選
挙
運
動
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
選
挙
運
動
は
、
選
挙
の
公
正
を
確
保

す
る
た
め
に
一
定
の
ル
ー
ル
を
設
け
、

そ
れ
に
し
た
が
っ
て
選
挙
運
動
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
法
律
で
選
挙
運
動
が
で

き
る
時
期
、
方
法
に
つ
い
て
制
限
を
加

え
て
い
ま
す
。

　
選
挙
運
動
は
、
立
候
補
届
出
の
あ
っ

た
日
か
ら
投
票
日
前
日
ま
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
公
職
選
挙
法
は
、
立
候
補
届
出
前
に

選
挙
運
動
を
す
る
こ
と
を
事
前
運
動
と

し
て
禁
止
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
立

候
補
届
出
前
で
あ
っ
て
も
、
立
候
補
の

準
備
行
為
、
政
治
活
動
な
ど
は
原
則
と

し
て
選
挙
運
動
で
な
い
た
め
、
許
さ
れ

て
い
ま
す
。
選
挙
運
動
に
該
当
す
る
か

ど
う
か
は
、
そ
の
行
為
が
な
さ
れ
た
時

期
、
方
法
な
ど
に
よ
り
総
合
的
に
判
断

さ
れ
ま
す
。

　
選
挙
運
動
は
、
基
本
的
に
は
誰
で
も

で
き
ま
す
が
、
そ
の
人
の
立
場
や
地
位

に
よ
っ
て
、
選
挙
運
動
が
で
き
な
い
人

た
ち
も
い
ま
す
。

選
挙
運
動
期
間
と
事
前
運
動
の
禁
止

〈
選
挙
運
動
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
人
〉

①
選
挙
事
務
の
関
係
者

　
投
票
管
理
者
、
開
票
管
理
者
、
選
挙
長

②
特
定
公
務
員

　

選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
と
職
員
、

裁
判
官
、
検
察
官
、
警
察
官
な
ど

③
18
歳
未
満

※
労
務
に
従
事
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

〈
地
位
を
利
用
し
て
の
選
挙
運
動
が

　
　
　
　
　
　
禁
止
さ
れ
て
い
る
人
〉

①
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
の
す
べ

て
の
公
務
員
な
ど

※
す
べ
て
の
公
務
員
と
は
、
勤
務
の
様

態
が
常
勤
・
非
常
勤
、
ま
た
一
般
職
・

特
別
職
で
あ
る
こ
と
を
問
わ
ず
、
そ
の

地
位
を
利
用
し
て
の
選
挙
運
動
は
で
き

ま
せ
ん
。
区
長
や
民
生
委
員
も
こ
こ
で

い
う
公
務
員
に
あ
た
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
行
為
は
、
原
則
と
し
て

す
べ
て
の
人
に
対
し
て
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

①
戸
別
訪
問

②
飲
食
物
の
提
供

③
署
名
運
動

④
気
勢
を
張
る
行
為

⑤
買
収
・
供
応

⑥
選
挙
後
の
あ
い
さ
つ
行
為

選
挙
運
動
が
禁
止
・
制
限
さ
れ
て
い
る
人

　

次
の
行
為
は
、
選
挙
運
動
期
間
中
、

選
挙
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
人
を
除

き
、
誰
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
個
々
面
接

　
路
上
や
ス
ー
パ
ー
の
中
で
た
ま
た
ま

会
っ
た
知
人
な
ど
に
、
そ
の
機
会
を
利

用
し
て
投
票
を
依
頼
す
る
こ
と

②
電
話
に
よ
る
投
票
依
頼

③
幕
間
演
説

　
映
画
や
演
劇
な
ど
の
幕
間
、
青
年
女

性
団
体
な
ど
の
会
合
、
会
社
や
工
場
の

休
憩
時
間
に
、
た
ま
た
ま
そ
こ
に
集

ま
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
行
う
演
説

（
公
共
の
建
物
内
で
行
う
場
合
を
除
く
）

④
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
を
利
用

　
自
分
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
の
連
絡

先
を
表
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
選
挙

運
動
は
、
候
補
者
と
政
党
等
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
 

北
広
島
町
明
る
い
選
挙
推
進

大
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
北
広
島
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

で
は
、
12
月
２
日
（
金
）
に
推
進
大
会

を
開
催
し
、
次
の
実
践
申
し
合
わ
せ
事

項
に
つ
い
て
、
確
認
し
ま
し
た
。

禁
止
さ
れ
て
い
る
選
挙
運
動

自
由
に
行
え
る
選
挙
運
動

　
皆
さ
ん
も
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
践
申
し
合
わ
せ
事
項

有
権
者
は

１　

 

棄
権
を
し
な
い
で
、
必
ず
投
票
し

よ
う
。

２　

 

義
理
人
情
、
因
縁
情
実
に
流
さ
れ

な
い
で
、
自
由
意
思
に
よ
っ
て
投

票
し
よ
う
。

３　

 

三
な
い
運
動
（
贈
ら
な
い
・
求
め

な
い
・
受
け
取
ら
な
い
）
を
必
ず

守
ろ
う
。

４　

 

陣
中
見
舞
と
し
て
飲
食
物（
酒
類
）

を
提
供
し
な
い
。

候
補
者
に
お
願
い

★　

 

陣
中
見
舞
と
し
て
飲
食
物（
酒
類
）

は
受
け
取
ら
な
い
。

★　
地
域
総
出
の
運
動
は
し
な
い
。

★　

 

食
事
は
法
定
ど
お
り
と
し
、
酒
は

絶
対
に
出
さ
な
い
。

★　
選
挙
カ
ー
の
随
走
を
自
粛
す
る
。

北
広
島
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

問
北
広
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
総
務
課�

総
務
係
内
）

　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
０
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平
成
28
年
度「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」及
び「
広
島
県『
基
礎
・
基
本
』定
着
状
況
調
査
」、「
体
力
・
運
動
能
力
調
査
」の
結
果

※国語 A、算数 A・数学 A は知識に関する問題。国語 B、算数 B・数学 B は活用に関する問題

79.6

63.3

80.2

48.8

78.4

60.5

79.7

49.5

72.9

57.8

77.6

47.2

40

50

60

70

80

国語A 国語B 算数A 算数B

平成２８年度 全国学力 学習状況調査 小学校

北広島町

広島県

全国

76.1
68.8

61.4

41.4

76.6

67.9
62.1

44.8

75.6

66.5 62.2

44.1

40

50

60

70

80

国語A 国語B 数学A 数学B

平成２８年度 全国学力 学習状況調査 中学校

北広島町

広島県

全国

・ ・

65.8 68.2
62.663.7

69.4 

60.6

40

50

60

70

80

国語 算数 理科

平成２８年度 基礎・基本 定着状況調査 小学校

北広島町

広島県

66.8
72.6 

46.9 

77.2 
69.7 

66.8 

51.8

69.6

40

50

60

70

80

国語 数学 理科 英語

北広島町

広島県

平成２８年度 中学校「 」 基礎・基本 定着状況調査「 」

59.89 61.22

45.63

55.12
56.61

58.35

44.03

51.57

56.1
57.55

43.39

50.83

40

45

50

55

60

65

小５男子 小５女子 中２男子 中２女子

平成２８年度 体力・運動能力調査 体力合計点

北広島町 広島県 全国

■
調
査
の
目
的

　

児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状

況
、
体
力
・
運
動
能
力
を
把
握
・

分
析
し
、
教
育
施
策
の
成
果
と
課

題
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
そ
の
改

善
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
に
お

け
る
児
童
生
徒
へ
の
教
育
指
導
の

充
実
や
学
習
及
び
体
力
の
状
況
の

改
善
な
ど
に
役
立
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

■
調
査
の
対
象

◎
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

　
小
学
校
６
年
生
、
中
学
校
３
年
生

◎
広
島
県
「
基
礎
・
基
本
」

定
着
状
況
調
査

　
小
学
校
５
年
生
、
中
学
校
２
年
生

◎
体
力
・
運
動
能
力
調
査

　
小
学
校
１
年
生
か
ら

中
学
校
３
年
生

■
今
年
度
の
結
果

◎
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

〈
小
学
校
〉
国
語
Ａ
・
Ｂ
、
算
数

Ａ
に
つ
い
て
は
全
国
及
び
県
平
均

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
算
数
Ｂ
に

つ
い
て
は
、
全
国
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
も
の
の
、
県
平
均
を
0.7
ポ

イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
ま
す
。

〈
中
学
校
〉
国
語
Ａ
に
つ
い
て
は

全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
も
の

の
、
県
平
均
を
0.5
ポ
イ
ン
ト
下

回
っ
て
い
ま
す
。
国
語
Ｂ
は
、
全

国
及
び
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
数
学
Ａ
・
Ｂ
と
も
全
国
及
び

県
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

◎
広
島
県
「
基
礎
・
基
本
」

定
着
状
況
調
査

〈
小
学
校
〉
国
語
、
理
科
に
つ
い

て
は
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
も

の
の
、
算
数
は
県
平
均
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。

〈
中
学
校
〉
数
学
、
英
語
に
つ
い

て
は
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
も

の
の
、
国
語
、
理
科
は
県
平
均
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。

◎
体
力
・
運
動
能
力
調
査
（
＊
）

　

�

調
査
種
目
＝
握
力
、
上
体
起
こ

し
、長
座
体
前
屈
、反
復
横
と
び
、

20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、
50
ｍ
走
、

立
ち
幅
と
び
、
投
能
力
（
小
学

生
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
中

学
生
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
）

の
全
８
種
目

〈
小
学
校
女
子
・
中
学
校
女
子
〉

８
種
目
と
す
べ
て
の
体
力
合
計
点

が
全
国
及
び
県
平
均
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。

〈
小
学
校
男
子
〉
50
ｍ
走
を
除
く
７

種
目
と
す
べ
て
の
体
力
合
計
点
が

全
国
及
び
県
平
均
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

〈
中
学
校
男
子
〉
長
座
体
前
屈
、
20

ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、
50
ｍ
走
を
除

く
５
種
目
と
す
べ
て
の
体
力
合
計

点
が
全
国
及
び
県
平
均
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

■
調
査
の
結
果
か
ら

　

本
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
広
島

県
及
び
全
国
と
比
べ
、
学
力
、
体

力
と
も
に
お
お
む
ね
定
着
し
て
い

る
と
言
え
ま
す
。
特
に
体
力
に
お

い
て
は
小
学
校
及
び
中
学
校
の
男

女
と
も
に
体
力
合
計
点
が
県
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
数
年
間
の
取

り
組
み
の
成
果
と
言
え
ま
す
。
し

か
し
、
学
力
及
び
体
力
と
も
に
県

平
均
や
全
国
平
均
を
下
回
る
も
の

も
見
ら
れ
る
な
ど
、
今
後
も
継
続

的
な
取
り
組
み
を
要
す
る
課
題
も

あ
り
ま
す
。各
学
校
に
お
い
て
は
、

調
査
結
果
の
分
析
を
行
い
、
授
業

改
善
計
画
や
体
力
つ
く
り
改
善
計

画
を
作
成
し
、
そ
の
計
画
に
基
づ

き
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
北
広
島
ふ
る
さ
と
夢
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」を
取
り
組
み
の
柱
に
据
え
、

体
・
徳
・
知
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身

に
付
け
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と

北
広
島
を
受
け
継
ぐ
人
材
の
育
成

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
本
町
の
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
に
対
し
て
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（＊）小学校 5 年生、中学校 2 年生の結果のみ速報値として発表
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　障がいを知り、共に生きる　

　広島県思いやり駐車場 利用証交付制度

申請窓口　福祉課・各支所地域振興係
問福祉課�地域福祉係��IP☎０５０－５８１２－１８５１

　広島県では、障がい者や高齢者の方、けが、妊娠などによって車の乗り降りや、歩くことが
困難な方が、公共施設やショッピングセンターなどにある専用の駐車スペースを安心して利用
できるように、「思いやり駐車場」制度を実施しています。
　利用者証は、期間制限のないものと有効期限のあるものの２種類があります。次の表に該当
する方が対象です。
■期間制限なし（緑色）

対象者 確認書類

妊産婦 �妊娠７か月～産後１年６か月（産後は１歳６か月までの乳幼児�
�同伴時に限る） 母子健康手帳

けが人など
�・けがなどで杖などの補そう具を必要とする人
�・発達障害などで歩行時に介助者の特別な注意が必要な人
�・その他、車の乗り降りや歩行に支障のある人

医師の診断書

■有効期限あり（赤色）

対象者 確認書類

身
体
障
害
者

視覚 1～4級

身体障害者手帳

平衡機能 3、5級

肢体
上肢 1、2級
下肢 1～６級
体幹 1～５級

乳幼児期以前の非進行性の
脳病変による運動機能障害

上肢 1、2級
移動機能 1～６級

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう・直腸、小腸、
免疫、肝臓 1～ 4級

知的障害者 Ⓐ、A 療育手帳
精神障害者 1級 精神保健福祉手帳

難病患者 （小児慢性）特定疾患医療受給者 （小児慢性）特定疾患医療
受給者証

高齢者 要介護度 1以上 介護保険被保険者証

広島法務局可部出張所からの
お知らせ

法務局で登記相談を希望される際は、あらかじめ電話で
予約をお願いします。

【相談内容】不動産登記（相続、抵当権抹消、建物滅失など）
【予約先】　 広島法務局可部出張所
                ☎０８２－８１２－２５４８
予約なく来庁された場合、相談をお受けできないことが
あります。くわしくは、広島法務局ホームページをご覧
ください。

日本政策金融公庫
「国の教育ローン」

国の教育ローンは、高校・大学など
へ入学または在学する学生・生徒の
保護者向けの公的融資制度です。
　��【限度額】３５０万円
　  【利　率】年１．８１％
問�教育ローンコールセンター
　�☎０５７０－００８６５６

検索国の教育ローン
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会場からの質問に
笑顔で答える田口選手

子どもたちが
ストラックアウトに挑戦

フリートークや子どもたちとストラックアウト
読売巨人軍　田

た ぐ ち

口 麗
か ず と

斗選手と語ろう会　
　広島新庄高校出身の読売巨人軍　田口�麗斗
選手が、12月23日（金・祝）、大朝を訪れ、野球チー
ムに所属する子どもたちと交流しました。同校
野球部OB会の主催によるもので、フリートー
クや投球のコントロールを競うストラックアウ
トを開催。田口選手は、プロ3年目の昨年、チー
ムで唯一の2桁勝利となる10勝を挙げるなど活
躍。フリートークではシーズンを終えての感想
や今後の目標を語ったほか、野球の上達方法な
ど、子どもたちからの質問に答えていました。

八幡高原自然館管理組合が維持管理
東八幡原の林道が日本林道協会会長賞
　（一社）日本治山治水協会などが実施する第
39回林道維持管理コンクールで、芸北地域の
東八幡原にある林道「菅

すがはら
原線」（総延長4.6㎞）

が日本林道協会会長賞に選ばれました。12月5
日（月）、箕野町長と、維持管理を行う八幡高
原自然館管理組合の川

かわうち
内�信

のぶただ
忠組合長、東京で

の授賞式に参加した高
たか き
木� 茂

しげる
事務局長が懇談。

西中国山地国定公園の保護地区内にある林道の
ため、生態系の保全にも注意しながら維持管理
に取り組んでいることなどが話されました。

左から高木事務局長、箕野町長、川内組合長、成瀬芸北支所長

12人の塾生が現地研修などで野菜作りを習得
平成28年度 北広島町農業塾が閉講
　平成28年度北広島町農業塾を、昨年11月29
日（火）の第８回をもって閉講しました。４月
から、JA広島北部・JA広島市の営農指導員を
中心とした講師により、12人の塾生が土作り
や農薬の使用方法、現地研修、市場視察などを
重ね、野菜作りを学び、全くの初心者だった方
も、農業塾を通じて立派な野菜が作れるように
なりました。塾生の皆さんは今後も技術を磨き、
出荷に向けて栽培品目を増やしていかれます。
※29年度の農業塾については次号（３月号）でお知らせします。

◀現地研修

閉講式▶

販売ブースの“のぼり”なども児童の手作り

わずか１時間で100袋完売
川迫小が舞ロードでまめかりんとう販売
　12月12日（月）、川迫小学校３～6年生の児
童18人が、道の駅舞ロードIC千代田で川戸地
区の特産品「まめかりんとう」を販売しました。
地域の伝統を継承することなどを目的に、「総
合的な学習の時間」の一環として今年度、大豆
を栽培し、その大豆で試食用のまめかりんとう
を作りました。児童は舞ロードを訪れた買物客
へ積極的に声をかけ、川戸地区や商品を紹介し
たり、試食を勧めるなどして、約100袋のまめ
かりんとうはわずか１時間で完売しました。
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お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ　

消
防
・
防
災

き
た
ひ
ろ　

　
　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て

　
ア
ル
コ
ー
ル
相
談
会

　
お
酒
の
飲
み
方
に
悩
ん
で
い
る
、
お

酒
を
飲
ま
な
い
と
な
か
な
か
寝
付
け
な

い
な
ど
、
お
酒
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら

れ
る
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
16
日
（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
か
ら

会
場　
大
朝
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
者

　
広
島
断
酒
ふ
た
ば
会�

会
長

　
中な
か
た田　
克か
つ
の
り宣�
氏

　
及
び
保
健
師

※
相
談
は
予
約
制
。

※�

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ご
家
族
だ
け

の
相
談
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

問
・
申
し
込
み

　
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

　
広
島
県
特
定（
産
業
別
）

　
最
低
賃
金
改
定
の
お
知
ら
せ

　
広
島
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
改
定
さ
れ
た

の
は
製
鉄
業
等
８
種
類
の
特
定
最
低
賃

金
で
、
平
成
28
年
12
月
31
日
か
ら
発
効

し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
広
島
県
最
低

賃
金
（
時
間
額
７
９
３
円
）
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

①
年
齢
が
18
歳
未
満
又
は
65
歳
以
上
の
者

②�

雇
入
れ
後
６
ヶ
月
未
満
の
者
で
あ
っ

て
、
技
能
習
得
中
の
者

③�

清
掃
又
は
片
付
け
の
業
務
に
主
と
し

て
従
事
す
る
者

特定（産業別）最低賃金が
適用される業種

最低賃金額
（時間）

製鉄業等 901円
金属製品製造業 863円
はん用機械器具等製造業 870円
電子部品等製造業 831円
自動車・同付属品製造業 850円
船舶等製造業 893円
各種商品小売業 821円
自動車小売業 848円

④�

各
産
業
に
お
け
る
特
定
の
軽
易
業
務

に
主
と
し
て
従
事
す
る
者

ま
た
、
派
遣
就
労
中
の
労
働
者
に
つ

い
て
は
、
派
遣
先
事
業
所
に
適
用
さ
れ

る
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
広
島
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
４
４

　
広
島
北
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
８
２
‐
８
１
２
‐
２
１
１
５

　
２
月
７
日
は「
北
方
領
土
の
日
」

　

政
府
は
、
毎
年
２
月
７
日
を
「
北
方

領
土
の
日
」
と
定
め
、
国
を
挙
げ
て
北
方

領
土
返
還
要
求
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
１
人
ひ
と
り
の
声
を
集
結

し
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
北
方
領

土
の
早
期
返
還
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
28
年
度
標
語

　
　
「
四し

ま島
の
未
来　
心
か
よ
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
返
還
へ
」

（
最
優
秀
賞
作
品
）

問
総
務
課
総
務
係�

IP
☎
１
８
５
０

　
歯
周
疾
患
検
診
に
つ
い
て

　
歯
周
病
は
生
活
習
慣
病
の
ひ
と
つ
で

す
。
検
診
を
受
け
て
、
お
口
の
中
の
様

子
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
歯
と
歯
ぐ
き

の
健
康
を
守
る
た
め
に
と
て
も
大
切
で

す
。
節
目
年
齢
（
40
歳
、50
歳
、60
歳
、

70
歳)

の
方
に
は
、
個
別
に
歯
周
疾
患

検
診
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
の
利
用
期
限
は
、
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。
必
要
事
項
を
ご
確
認

の
上
、
町
内
の
歯
科
医
院
に
予
約
し
、

受
診
券
と
自
己
負
担
金
５
０
０
円
を
持

っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
年
齢
な
ど
、く
わ
し
い
こ
と
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３
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人情報コーナー求

問 北広島町求人情報センター（企画課 地域振興係内） 
    IP ☎ ０５０－５８１２－１８５６
����Webサイト���http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

仕事の内容 事　業　所　名

看護師・准看護師
など

（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
大朝ふるさと病院
立川医院
特別養護老人ホーム やすらぎ

（医）至誠会　市頭眼科医院
北広島町豊平病院
北広島病院

看護助手
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院

歯科衛生士 いのうえ歯科医院

介護職・介護支援
専門員など

特別養護老人ホーム やすらぎ
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
特別養護老人ホーム 正寿園
老人保健施設あけぼの・あけぼの通所リハビリ
芸北小規模多機能ホーム・芸北デイサービス

小売店販売員など
（有）かわすみ
ａｕショップ　北広島店

事務
広島イーグル（株）

（有）つかさランドリー

土木建築作業員・
設備作業員など

（株）竹下建設
（株）広栄建設産業
（株）森下電設工業
（株）坂本工業
（株）トエル
三次電工（株） 北広島出張所

（有）千代田電機サービスセンター
竹村石油（株）

（有）ビーエム
（有）ダイケン

調理人
広島北ホテル
益水興産（有）

接客業務など 広島北ホテル
食品製造など 丸二（株）

製造作業員
（工場作業など）

（株）大田鋳造所千代田事業所
津久田工業（株）
テクノレイク（株）
オオアサ電子（株）

（株）進栄工業
橋渡サービス

（株）セイユー
カトウ家具工芸（有）
徳山産業（株）

（株）サステック
北九鋼材工業（株）広島営業所

（株）ジャパンエンジニアリング・ワークス千代田工場
（株）ショウワコーポレーション
（株）タカノエンジニアリング
（株）中野石材

施設・浄化槽管理作業員 千代田衛生興業（有）

運転手（トラック・
機械・バス・タク
シーなど）

美和運送（株）
福山通運（株）広島北支店

（有）大朝交通
千代田タクシー
北広島タクシー
出水運輸センター（株）広島営業所

（株）竹下建設
自動車技術（トラック整備） （株）エムジー・カーズ千代田
保育士 さつきヶ丘こども園

農業
（有）千代田ファーム
（株）誠企画

美容師 ku-ra　HAIR FIT
スポーツ 大朝まちづくり（有）
倉庫作業 出水運輸センター（株）広島営業所

仕事の内容 事　業　所　名 事　業　所　名
看護師・准看護師 （医）社団慶寿会 千代田中央病院　 特別養護老人ホーム やすらぎ
看護助手 （医）社団せがわ会 千代田病院

介護職・介護支援
専門員など

特別養護老人ホーム やすらぎ 北広島町社会福祉協議会
グループホーム・デイサービス　きららの里 （医）社団せがわ会　通所・訪問介護事業所
社会福祉法人　三矢会 障害福祉サービス ホームきずな・ぴいぱぶ

小売店販売員
など

Life shop かわすみ ローソン千代田インター店
（有）種浦商店≪セブンイレブン広島千代田インター店≫ メイト（有）≪セブンイレブン大朝店 ≫
（株）フレスタ　サンクス店 （株）ザグザグ 《ドラッグストア ザグザグ千代田店》

メイト（有）≪セブンイレブン千代田本地店≫ （株）ジュンテンドー千代田店
メイト（有）≪セブンイレブン千代田春木店≫ パレット　千代田店

（株）スミヨシ ドコモショップ千代田店 高谷（株）（ファッションハウスルックルック千代田店）
auショップ北広島店

事務員など

ヤマト運輸（株）広島千代田センター テクノレイク（株）
おおあさ鳴滝露天温泉 広島イーグル（株）

（有）つかさランドリー （株）キャリアメイク
（株）Ａコープ西日本 Ａコープちよだ店 北広島町役場

土木作業員 第一コンテク（株） （有）ビーエム
調理人 特別養護老人ホーム やまゆり

接客・調理補助
など

千代田OGMゴルフ倶楽部 （株）むさし
（有）新見仕出し店 （株）どんぐり村
きたひろ市場 広島北ホテル
（株）サルボ両備　寒曳売店 田原温泉5000年風呂
（株）勝原白貫堂 お好み焼き 三八 松浦
広島アルミ工業内  ウオクニ（株）広島支店 （株）亀の家（アザレア千代田）

（株）広鉄二葉サービス おおあさ鳴滝露天温泉
（株）キャリアメイク （株）Ａコープ西日本 Ａコープちよだ店
エームサービスジャパン（株）

食品製造など
（株）タカキベーカリー  千代田工場 （株）ホットスタッフ　広島
（株）フレスタ　サンクス店 （有）西漬　大朝工場

製造作業員
（工場作業）

（株）キャリアメイク 西川物産（株）千代田工場
津久田工業（株） （株）サルツ

（株）ショウワコーポレーション テクノレイク（株）
（株）セイユー 小島紙器工業（株）千代田工場
広島イーグル（株） （株）タカノエンジニアリング

（株）ホットスタッフ　広島 （株）やまびこ　広島営業所
徳山産業（株）

配達員 日本郵便（株）
倉庫作業など エコートレーディング（株）広島支店

清掃
（株）さんびる （株）亀の家（アザレア千代田）
（有）ホームクリーン

美容師 （有）エルモ ku-ra　HAIR FIT
キャディ 千代田OGMゴルフ倶楽部
交通誘導警備員 （株）タック

農業
大石農園 （有）千代田ファーム

（株）誠企画
管理 大和ライフネクスト（株）

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

平成29年１月10日現在 

正
社
員
の
募
集 パートの募集
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◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５－１）
　 ☎０８２６�－�７２�－�５５７１［消費生活相談室専用］
毎週月・木曜日（祝日・年末年始除く）10時～12時�・�13時～16時
問 広島県生活センター 
　☎０８２�－�２２３－�６１１１
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）９時～17時
問 北広島町人権・生活総合相談センター
�IP ☎０５０�－�５８１２�－�５０２０

強引な布団の訪問販売に注意

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

［12 月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 19,259 人 （9 減）

    転　入 51 人

    転　出 42 人

　 出　生 7 人

　 死　亡 25 人

    世帯数 8,515 世帯 （1 増）

>>> Editor's postscript 編集後記

Stop
費者トラブル消

≪ポイント≫
　突然「布団を見せてほ
しい」と女性が訪問し、
家に上がり「汚れてい
るし体に悪いので新し
く購入したほうがいい」
としつこく勧めてきた。
断って帰ってもらったが、しばらくして男性と
一緒に羽毛布団を持ってきた。断っても「ひと
月１万円の支払いだから大丈夫」などと勧誘さ
れ、根負けして承諾してしまった。クレジット
会社の書類を書くときに初めて、総額が約40
万円と高額であることを知った。解約したい。
（当事者：70歳代　男性）

≪アドバイス≫　
●強引に高額な契約をさせられる布団の訪問販
売の相談が後を絶ちません。ドアを開ける前
に訪問者や用件をよく確認し、必要なければ
きっぱり断り、事業者を家の中に入れないこ
とが大切です。
●一人では対応せず、家族や近所の人など周囲
の人に同席してもらうようにしましょう。必
要なければきっぱりと断ることが大切です。
●家族や周囲の人も、高齢者の家に不審な訪問
者が来ていないか、家の中に不要な品物や契
約書がないかなど、日ごろから気を配りま
しょう。
●契約しても、クーリング・オフや契約の取り
消しができる場合があります。北広島町人権・
生活総合相談センター（消費生活相談室）ま
たは広島県生活センターにご相談ください。

（参考：見守り新鮮情報　第267号）

●町県民税［ ４期 ］
●国民健康保険税［ 7 期 ］
●後期高齢者医療保険料［ 7 期 ］

●国民健康保険税［ ８期 ］
●後期高齢者医療保険料［ ８期 ］

 １月31日（火）
平成29年

 ２月28日（火）

◆新しい年が始まり、１月８日（日）には千
代田開発センターで成人式が開催されまし
た。友人たちとの久しぶりの再会を喜ぶ新成
人の皆さん、新成人を温かく見守る恩師や保
護者の皆さんの笑顔が輝いていました。これ
からの人生の中で何度も岐路に立ち、どの道
を選べばいいのか、悩むことも多くあるはず
です。でも、選んだ時には、それが正しい
かどうかは分からないものです。大切なの
は何を選んだかではなく、自分が選んだ道に
覚悟を決め、周りもしっかり頼りながら、一
生懸命進んでみること。これでよかったと思
える人生を歩んでほしいと願っています。（成
人式の様子は次号に掲載します。）

毎月第一土曜日は「ひろしま環境の日」
　
２月４日（土）　
やってみよう省エネ生活！
～暖房の設定温度は20℃以下～

問町民課�環境管理係�
IP☎０５０－５８１２－１８５４
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課

広報きたひろしま２
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〒
731-1595　

広
島

県
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県
郡

北
広

島
町

有
田

1234
Tel 050-5812-1850　

Fax 0826-72-5242
ホ

ー
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ペ
ー
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n.kitahiroshim

a.lg.jp/

北広島町観光写真コンテスト入賞作品きたひろを撮る Photograph of  Kitahiroshima
No.11

【テングシデ賞】綿帽子　〔撮影場所：大朝地域〕

【
第
10
回（
平
成
27
年
）テ
ン
グ
シ
デ
賞
】

撮
影
者　
渡
邉　
三
枝
子
さ
ん

（
北
広
島
町
壬
生
）

　

こ
の
「
綿
帽
子
」
テ
ン
グ
シ
デ
を
撮
影
し
た
の
は
、

平
成
27
年
１
月
12
日
で
す
。
前
日
か
ら
の
残
雪
に
朝
一

番
の
新
雪
が
30
㎝
は
積
も
っ
た
だ
ろ
う
か
。
逢
い
に
行

こ
う
と
支
度
を
し
ま
し
た
。
思
っ
た
通
り
の
天
狗
の
里

が
目
に
飛
び
込
む
。
最
高
！
汗
だ
く
で
た
ど
り
着
く
。

四
季
を
通
じ
て
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
一
眼
レ
フ
歴
４
年
目
の
未
熟
者
で
す
。
今
は
千

代
田
写
真
同
好
会
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。山
野
草
や
覗
き
込
む
マ
ク
ロ
撮
影
が
好
き
で
す
。

北
広
島
町
観
光
協
会
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
３
回

目
の
応
募
で
、
こ
の
度
、
町
木「
テ
ン
グ
シ
デ
」が
選

ば
れ
た
と
の
こ
と
。
汗
だ
く
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス

を
応
募
し
て
入
賞
の
知
ら
せ
を
聴
き
、
驚
き
と
嬉
し
さ

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。（
基
本
の
構
図
だ
と
紺
野 

昇
先
生

か
ら
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。）

　
通
勤
バ
ッ
グ
に
は
愛
す
る
カ
メ
ラ
を
毎
日
連
れ
て
い

ま
す
。
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
光
景
が
新
た
な
発
見

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。


